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醐濯胃

弱溶剤形システムで培われた高遮断形途料の配合設計技彬を生かし、強浴削形システムの開発に成功しました。

新設時から轟遮断形準装仕様を適川することで、鋼構造物のさらなる長寿命化に大きく貞献します。

耐塩害性の評価
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タイエンダー下塗と同様、塩害環境下における防食性の評価を目的とし、

10,000 時間にもおよぶ超長期促進試験を実施しました。

【試験条件】
試験片：グリッドブラスト処理(Rzjis=25µm)を施した炭素鋼(8S400)
塗装仕様：各供試塗料を乾燥膜厚12Dµm にて1回塗り
試験方法：①耐中性塩水噴霧試験（SST、JIS K 5600-7- l) 

35℃士2℃に保たれた試験機層内に設置した試験片に対して、濃度50g/Lに調整した塩化ナトリウム水溶液を常時吹き付け続け、
塗膜の防食性を評価しました。

②人工海水侵漬試験（JIS K 5600-6- l) 
海水を模擬し調整した人工海水（液温23℃土2℃)に対して、試験片を侵漬し防食性を評価しました。

I 供試塗料 ①耐唸塁ロデ 賢雰:: | 

タイエンダー 下塗
ストロング

試験片
外観

評価結果

一般エポキシ樹脂
塗料下塗

試験片
外観

変状なし 変状なし

評価結果 全面変状(4000時間で変状発生） 全面変状(5000時間で変状発生）

適用可能素材一覧
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タイエンダー下塗ストロングは、炭素鋼のみならず、幅広い素材適性を有しています。
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タイエンダー下塗ストロングは、-5℃環境下においても優れた硬化乾燥性を示します。
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低温硬化乾燥性の評価
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商品構成

商品名 塗料名 荷姿 色相

タイエンダー下塗ストロング 高遮断形エポキシ樹脂塗料強溶剤形 18kgセット シルバーグレー

シルバーホワイト

タイエンダー上塗Uストロング 厚膜形ポリウレタン樹脂上塗塗料強溶剤形 18kgセット、
各色4kgセット

タイエンダー上塗Fストロング 厚膜形ふっ素樹脂上塗塗料強溶剤形 16kgセット、 各色4kgセット

標準塗装仕様
■新設

工程 商品名 塗装方法 標準膜厚 標準使用量 希釈率 塗装間隔
(µm／回） (g/rrl／回） （％） (20℃) 

素地調整 ブラスト処理 ISO-Sa2 1/2 

ゼッタールOL エアレス 20 200 5~15 48時間～6ヵ月
プライマー 又は

ゼッタールEP-2
刷毛・ローラー

20 200 5~15 12時間～6ヵ月
エアレス

下塗り タイエンダー 下塗ストロング
刷毛・ローラー 120 360 0~10 

8時間～30日
エアレス 120 480 0~15 

タイエンダー上塗Uストロング
刷毛・ローラー 55 170 5~10 

上塗り 又は
エアレス 55 210 5~15 

タイエンダー上塗Fストロング 刷毛・ローラー 55 200 5~10 
エアレス 55 260 5~15 

■塗り替え （塩害頌境向け仕様）

工程 商品名 塗装方法 標準膜厚 標準使用量 希釈率 塗装閻隔
(µml回） (g/ ni /回） （％） (20℃) 

素地調整 発錆部において付麓力のない浮きさびはマジクロンなどで除去する。さび層の厚みがlOOµmを超える場合は動力工具などを併用しlOOµm以下にする。
その他箇所は動力工具にて、劣化塗膜を除去し、活膜は入念な目粗しを行い、塵埃などの異物を除去する。

補修塗装 サビシャット 刷毛・ローラー (100) 3時閻～3日（鋼材露出部）

下塗り
刷毛・ローラー 120 360 0~10 

タイエンダー 下塗ストロング
エアレス 120 480 0~15 

8時間～30日

タイエンダー上塗Uストロング
刷毛・ローラー 55 170 5~10 

エアレス 55 210 5~15 
上塗り 又は

刷毛・ローラー 55 200 5~10 
タイエンダー上塗Fストロング

エアレス 55 260 5~15 

■塗り替え （一般礫境向け仕様）

工程 商品名 塗装方法 標準膜厚 標準使用皇 希釈率 塗装閻隔
(µml回） (g/rrl／回） （％） (20℃) 

素地調整 動力工具にて、さび及び劣化塗膜を除去し、活膜は入念な目粗しを行い、塵埃などの異物を除去する。
溌錆部の除錆度：1S0-St3以上）

補修塗装 タイエンダー 下塗ストロング 刷毛・ローラー (180) 0~10 8時間～30日（鋼材露出部）

下塗り
刷毛・ローラー 60 180 0~10 

タイエンダー 下塗ストロング
エアレス 60 240 0~15 

8時間～30日

タイエンダー上塗Uストロング
刷毛・ローラー 55 170 5~10 

エアレス 55 210 5~15 
上塗り 又は

刷毛・ローラー 55 200 5~10 
タイエンダー上塗Fストロング

エアレス 55 260 5~15 

※1歩行可能とは塗装後の塗膜の上を作業者が歩行でき 、 塗装作業が可能となる硬化状態を指します。
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